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■パチンコ景気動向指数（DI）調査とは 

パチンコ業界における景気動向の判定を目的に、（株）エンタテインメントビジネス総合研究所が

2000年 6月より四半期毎に実施しているアンケート調査。 

■ＤＩ（Diffusion Index）とは 

景気局面の総合判断や予測と景気転換点の判定に利用される景気動向指数のひとつ。数値化

しにくい業況感を指標化できるので、景況の先行きを判定するために使われる。 

DI 値は、調査対象企業に「良い」「さほど良くない」「悪い」というような選択肢の質問を行い、「良

い」の回答構成比から「悪い」の回答構成比を差し引いて算出。DI 値は＋100 からー100 の間を

とるが、プラスならば景気拡大期、マイナスならば景気減速期と判断される。 

■今回の調査について 

調査対象：日本遊技関連事業協会、パチンコ・チェーンストア協会、日本遊技産業経営者同友

会、余暇環境整備推進協議会の 4 団体会員ならびにＡｃｌｕｂ（エンタテインメントビジネス総合研

究所の会員制情報提供サービス）会員など、全国の有力パチンコ店経営企業 

◇実施時期： 

2016年 3月 15日～2016年 3月 30日 

◇調査方法： 

調査票をＦＡＸにて送付・回収 

◇回答状況： 

48企業、70地域（複数の地域にまたがり事業展開する企業があるため、地域数は重複あり） 
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調査結果ダイジェスト（1）「全般的業況」 

■全般的業況（収益を中心に売上、粗利など全般的な業況） 

【事業者全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去1カ月の収益や売上、粗利などから判断される「全般的業況」は▲45.8ポイントから▲37.7ポイント（前

回比8.1良化）まで改善したものの、18期連続でマイナスとなった。例年1月～3月期は業況が改善する傾向

にあるが、過去5年間で見ると回復が弱く、最も業況が悪い結果となった。3カ月後は▲29.4ポイントまで改善

することが予想されている。 

 

【事業者規模別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全般的業況」を事業者の規模別では、小規模事業者（1～3店舗）が▲58.3ポイント（前回比 10.9良化）、

中規模事業者（4～10店舗）が▲31.6ポイント（前回比13.4良化）、大規模事業者（11店舗以上）が▲26.7

ポイント（前回比 7.9悪化）となり、大規模事業者のみ業況の悪化が見られた。3カ月後の見通しについて、中

規模と小規模事業者は改善を予想しているが、大規模事業者は悪化を予想している。 
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調査結果ダイジェスト（2）「遊技機回収リストの影響」 

日本遊技機工業組合（日工組）は「『遊技くぎ』の変更により性能が異なる可能性のある型式遊技機」とし

て、2月 10日に第一次回収リストを、3月 2日には第二次回収リストを各関係団体に通知した。対象となっ

た遊技機は可及的速やかにこれを撤去回収し、適正な遊技機に入替をしていく必要があるとしている。そこ

で今回は回収リストがパチンコ店の営業にどのような影響を与えると考えているのかについて質問した。 

■第一次・第二次回収リストの台数割合：3％未満が 4割以上 

右図は第一次と第二次回収リストの対象機種が自社でど

のくらいの台数割合を占めるかについて質問した結果である。 

最も割合が高いのは「3％未満」（44.7％）で、全体の 4割

以上を占めている。ついで高かったのは、「5％以上 10％未

満」（31.9％）となった。「わからない」（4.3％）を除き、最も低

かったのは「10％以上」（6.4％）となっている。 

 

■第一次・第二次回収リストの影響：7割が「影響する」と「やや影響する」 

右図は回収リストの影響についてどのように考えているの

かを質問した結果である。 

最も割合が高かったのは「影響する」（37.0％）で、2 番目

に高い「やや影響する」（34.8％）と合わせると 7 割以上とな

った。 

一方、「影響しない」と回答した事業者は 0％、「あまり影

響しない」は 15.2％であった。 

 

■追加リスト提示への取り組み：パチスロ設置台数と採用・人材育成費は増加 
下表は回収リストが追加提示された場合、どのような取り組みを実施する考えがあるかについて質問した結

果である。 

 パチンコ店の営業における取り組みとして「増やす」よりも「減らす」割合が最も高いのは「その他経費」（▲59.1

ポイント）であった。以下、「パチンコ設置台数」（▲13.6 ポイント）、「設備機器購入費」（▲13.3 ポイント）が続い

ている。一方、「減らす」より「増やす」も割合が最も高いのは「パチスロ設置台数」（＋26.7 ポイント）で、続いて

「スタッフ採用・人材育成費」（＋17.8ポイント）となった。 

 

 

 

  

回収リストの追加提示に合わせた取り組み　n=46

A.増やす B.変わらず C.減らす A-C A.増やす B.変わらず C.減らす A-C

パチンコ遊技機購入費 22.2 46.7 31.1 -8.9 設備機器購入費 13.3 60.0 26.7 -13.3 

パチスロ遊技機購入費 21.7 50.0 28.3 -6.5 その他経費 2.3 36.4 61.4 -59.1 

パチンコ設置台数 2.3 81.8 15.9 -13.6 A.拡大 B.変わらず C.縮小 A-C

パチスロ設置台数 28.9 68.9 2.2 26.7 事業規模 11.4 81.8 6.8 4.5

販促（ＤM・チラシ）費 15.6 57.8 26.7 -11.1 A.引き上げ B.変わらず C.引き下げ A-C

スタッフ採用・人材育成費 26.7 64.4 8.9 17.8 景品原価率 6.8 77.3 15.9 -9.1 
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主要指標数値（DI値）結果 

■全般的業況は良化、3カ月後も良化する見込み 

「全般的業況」は、▲37.7ポイント（前回比 8.1良化）となった。3カ月後の見通しでは▲29.4ポイントまでさ

らに改善すると予想している。 

「稼働状況」は、パチンコが▲31.4 ポイント（前回比 11.7 良化）、パチスロは▲14.3ポイント（前回比 5.1 良

化）となった。3カ月後における稼働状況の見通しは、パチンコ▲35.7ポイント、パチスロ▲20.0ポイントと悪化

となっている。 

「資本投資気運（遊技機）」は▲39.6 ポイント（前回比 9.6 悪化）まで悪化し、3 カ月後は▲22.9 ポイントま

で改善する見通しである。「資本投資気運（その他設備）」は▲20.8 ポイント（前回比 22.8 悪化）となり、3 カ

月後は▲4.2ポイントまで改善すると予想している。 

「不足感（雇用人員）」については、前回の▲47.2ポイントから▲47.1ポイントと現状維持となり、3カ月後の

見通しでも▲45.7ポイントとほぼ横這いである。 

 

【主要指標数値（全体）と業界天気】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例：天気記号の基準 DI値 

記号 
     

DI 値 100.0 ～ 30.0 29.9 ～ 10.0 9.9 ～ -9.9 -10.0 ～ -29.9 -30.0 ～ -100.0 

前回 今回 見通し

-45.8 -37.7 -29.4

-43.1 -31.4 -35.7

-19.4 -14.3 -20.0

-30.0 -39.6 -22.9

2.0 -20.8 -4.2

-20.8 -20.3 -10.1

-47.2 -47.1 -45.7

コメント項目
業界天気（下段：DI値）

1．全般的業況

6．不足感

　（営業用設備）

7．不足感

　（雇用人員）

現状は引き続き雷雨

見通しは雨に良化

現状は引き続き雷雨

見通しも引き続き雷雨

現状は引き続き雨

見通しも引き続き雨

現状は引き続き雷雨

見通しは雨に良化

現状は雨に悪化

見通しは曇に良化

現状は引き続き雨

見通しも引き続き雨

現状は引き続き雷雨

見通しも引き続き雷雨

2．稼働状況

　（パチンコ）

3．稼働状況

　（パチスロ）

4．資本投資気運

　（遊技機）

5．資本投資気運

　（その他設備）
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全般的業況（事業者全体）注：2016年 6月期（6/’16E）の数値は見通し 

■全般的業況：18期連続マイナス、3カ月後は良化の見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去1カ月の収益や売上、粗利などから判断される「全般的業況」は▲45.8ポイントから▲37.7ポイント（前

回比8.1良化）まで改善したものの、18期連続でマイナスとなった。例年1月～3月期は業況が良化する傾向

にあるが、過去5年間で見ると回復が弱く、最も業況が悪い結果となった。3カ月後は▲29.4ポイントまで良化

することが予想されている。 

■全般的業況の判断理由：業況低迷の主要因は「自店来店客数の減少」 

【現況（現在を含めたここ 1 カ月）の判断理由】（「さほど良くない」「悪い」と回答した理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【先ゆき（3 カ月後まで）の判断理由】（「さほど良くない」「悪い」と回答した理由） 
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全般的業況（規模別・地域別）注：2016年 6月期（6/’16E）の数値は見通し 

■全般的業況（規模別）：大規模事業者の業況は悪化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全般的業況」を事業者の規模別では、小規模事業者（1～3店舗）が▲58.3ポイント（前回比 10.9良化）、

中規模事業者（4～10店舗）が▲31.6ポイント（前回比13.4良化）、大規模事業者（11店舗以上）が▲26.7

ポイント（前回比 7.9悪化）となり、大規模事業者の業況のみ悪化が見られた。3カ月後の見通しについて、中

規模と小規模事業者は改善を予想しているが、大規模事業者は悪化を予想している。 

 

■全般的業況（地域別）：関東の業況は大幅に改善  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別の「全般的業況」は地域によって差がみられた。そのなかでも、最も業況が良かった地域は北海道・

東北で▲27.3 ポイント（前回比 27.3 悪化）となった。関東は▲29.4 ポイント（前回比 51.9 良化）まで大幅に

回復している。一方、業況が低かったのは近畿で▲75.0 ポイント（前回比 8.3 悪化）となった。3 カ月後の見

通しについて、北陸・中部と中国・四国・九州の地域で改善を予想している。
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稼働状況（事業者全体）注：2016 年 6月期（6/’16E）の数値は見通し 

■ 稼働状況（パチンコ・パチスロ別）：パチンコは改善、パチスロはやや改善  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パチンコ稼働状況は▲31.4 ポイント（前回比 11.7 良化）まで改善するも、3 カ月後は▲35.7 ポイントまで

やや悪化と予想されている。 

パチスロ稼働状況は▲14.3ポイント（前回比 5.1 良化）までやや改善し、3 カ月後は▲20.0ポイントまで良

化することが予想されている。 

 

■ 稼働状況（遊技料金別）：4円パチンコは大幅に良化も、見通しは悪化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稼働状況を通常貸し遊技料金で見ていくと、4 円パチンコは▲31.9 ポイント（前回比 29.2 良化）と大幅に

良化が見られたものの、3 カ月後は▲37.7 ポイントまで悪化することが予想されている。20 円パチスロの稼働

状況は▲10.0ポイント（前回比 8.1良化）となり、3 カ月後は▲22.9ポイントまで悪化すると予想している。 

低貸し遊技料金において、低貸玉パチンコは▲10.1 ポイント（前回比 4.4 悪化）、低貸メダルパチスロは▲

14.9 ポイント（前回比 3.9 良化）となった。3 カ月後の見通しについて、低貸玉パチンコは▲7.2 ポイント、低貸

メダルパチスロは▲9.0ポイントとどちらも良化すると予想している。 
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経営の現状（事業者全体）注：2016年 6月期（6/’16E）の数値は見通し 

■ 企業金融：借入金利、資金繰りはやや良化、貸出態度は現状維持 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 企業金融（資金繰り、貸出態度、借入金利）は、「資金繰り」▲8.7ポイント（前回比 6.7悪化）、「貸出態度」

6.5（前回比 0.5良化）、「借入金利」▲17.8ポイント（前回比 5.8悪化）となった。 

 

■ 資本投資気運：資本投資（遊技機以外）は大幅に悪化、マイナスへ転じる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の「資本投資気運（遊技機）」は、前回の▲30.0 ポイントから▲39.6 ポイントまで悪化した。3 カ月後は

▲22.9ポイントまで改善すると予想している。 

一方、「資本投資気運（遊技機以外の設備）」は、▲20.8ポイント（前回比 22.8悪化）とマイナスに転じてい

る。3 カ月後は▲4.2ポイントまで改善すると予想している。
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経営上の課題（事業者規模別）注：複数回答 

■小規模事業者：「メーカーの遊技機販売の縛り」が最大の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中規模事業者：「人手不足・人材確保」が 6割弱 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大規模事業者：経営上の課題「人材育成・教育」が 6割 

 

 

 

 

 

 

 

 

「経営上の課題」を事業者の規模別で見ると、小規模事業者（1～3 店舗）は「メーカーの遊技機販売の縛

り」（46.2％）が最大の課題となった。2番目に「人材育成・教育」（38.5％）を挙げている。 

中規模事業者（4～10 店舗）は「人手不足・人材確保」（57.9％）が最大の課題となった。ついで「人材育

成・教育」と「他の同業者との競争激化」が同率で 42.1％となった。 

大規模事業者（11 店舗以上）は、「人材育成・教育」（60.0％）が最大の課題となった。2 番目に「人手不

足・人材確保」（46.7％）を挙げている。 
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トレンド・ウォッチ「パチンコ遊技機回収リストの影響」 

日本遊技機工業組合（日工組）は、「『遊技くぎ』の変更により性能が異なる可能性のある型式遊技機」

として、2 月 10 日に第一次回収リストを、3 月 2 日には第二次回収リストを各関係団体に通知した。対象と

なった遊技機は可及的速やかにこれを撤去回収し、適正な遊技機に入替をしていく必要があるとしている。

そこで今回は回収リストがパチンコ店の営業にどのような影響を与えると考えているのかについて質問した。 

■第一次・第二次回収リストの台数割合：3％未満が 4割以上 

右図は第一次と第二次回収リストの対象機種が自社でど

のくらいの台数割合を占めるかについて質問した結果である。 

最も割合が高いのは「3％未満」（44.7％）で、全体の 4割

以上を占めている。ついで高かったのは、「5％以上 10％未

満」（31.9％）となった。「わからない」（4.3％）を除き、最も低

かったのは「10％以上」（6.4％）となっている。 

 

■第一次・第二次回収リストの影響：7割が「影響する」と「やや影響する」 

右図は回収リストの影響についてどのように考えているの

かを質問した結果である。 

最も割合が高かったのは「影響する」（37.0％）で、2 番目

に高い「やや影響する」（34.8％）と合わせると 7 割以上とな

った。 

一方、「影響しない」と回答した事業者は 0％、「あまり影

響しない」は 15.2％であった。 

 

■追加リスト提示への取り組み：パチスロ設置台数と採用・人材育成費は増加 
下表は回収リストが追加提示された場合、どのような取り組みを実施する考えがあるかについて質問した結

果である。 

 パチンコ店の営業における取り組みとして「増やす」よりも「減らす」割合が最も高いのは「その他経費」（▲59.1

ポイント）であった。以下、「パチンコ設置台数」（▲13.6 ポイント）、「設備機器購入費」（▲13.3 ポイント）が続い

ている。一方、「減らす」より「増やす」も割合が最も高いのは「パチスロ設置台数」（＋26.7 ポイント）で、続いて

「スタッフ採用・人材育成費」（＋17.8ポイント）となった。 

 

 

  

44.7%

12.8%

31.9%
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4.3%

回収台数の割合 n=47

3％未満

3％以上5％未満

5％以上10％未満

10％以上

わからない

37.0%

34.8%

13.0%

15.2%

0.0%
回収リストの影響 n=46

影響する

やや影響する

どちらでもない
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影響しない

回収リストの追加提示に合わせた取り組み　n=46

A.増やす B.変わらず C.減らす A-C A.増やす B.変わらず C.減らす A-C

パチンコ遊技機購入費 22.2 46.7 31.1 -8.9 設備機器購入費 13.3 60.0 26.7 -13.3 

パチスロ遊技機購入費 21.7 50.0 28.3 -6.5 その他経費 2.3 36.4 61.4 -59.1 

パチンコ設置台数 2.3 81.8 15.9 -13.6 A.拡大 B.変わらず C.縮小 A-C

パチスロ設置台数 28.9 68.9 2.2 26.7 事業規模 11.4 81.8 6.8 4.5

販促（ＤM・チラシ）費 15.6 57.8 26.7 -11.1 A.引き上げ B.変わらず C.引き下げ A-C

スタッフ採用・人材育成費 26.7 64.4 8.9 17.8 景品原価率 6.8 77.3 15.9 -9.1 
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コメント（自由回答）抜粋 

■ 「パチンコ遊技機回収リストの影響」、および現状・先行きに対するご意見 

パチンコ遊技機回収リストの影響に関するコメント 

◆違法機と呼ばれる遊技機の回収が進んでいくなかで、パチンコ機の性能や演出がしっかりとした

台が導入されるのは、開発期間を考慮するとおそらく来年の始め以降になると考える。玉単価が

下がり、売上も下がるので、この流れをどう変えていくのか先を見た営業が問われる。（中部・中規

模事業者） 

◆今回の件に関して、明確な責任の所在がないのはおかしい。（関東・小規模事業者） 

◆新基準の遊技機もいずれ撤去リストに入ってくると考える。なぜなら機種によっては射幸性が高

いからだ。（中国・中規模事業者） 

◆パチンコ遊技機メーカーの販売方法には呆れてしまう。自分たちのことしか考えない価格設定

や回収に対する値引きなどである。このままでは年内に回収リスト対象の遊技機を全て回収する

のは到底不可能だ。「CR スーパー海物語 IN 沖縄 3HME」（以下、沖縄３）の撤去に関して、コンプ

ライアンスを守るためなどという表現を使っている店があることにも呆れてしまう。（中部・大規模事

業者） 

◆沖縄３が回収リストの対象となったことはかなりの影響を受けている。まだ稼動できるのに、故障

した際に部品交換ができず、稼働止めし、撤去しなければならないのは今後の営業に影響してくる。

（近畿・中規模事業者） 

◆何の痛みも被らないメーカー。遊技者に負担がいく状況についてみんなが何も考えておらず理

解に苦しむ。パチンコ業は生き残れないだろう。（関東・中規模事業者） 

◆遊技機メーカーの開発の方向性が同じである。確率が 1/320 でホールが使いにくくなっている

だけで遊技客の負担も大きく、ハイリスクローリターンからあまり変化を感じない。本当に変わるのは

まだ先ではないか。（関東・中規模事業者） 

◆低貸玉店では中古機が多いことから、遊技機購入費の増加による影響がある。（東北・小規模

事業者） 

◆撤去リストの内容よりもそれに替わって導入すべき台がほとんどないことのほうが問題である。最

近はベースのことばかりクローズアップされてきたが、遊技者はベースアップによる遊びやすさより

も大当たりした後を最も重視しているのではないかと思う。いくら少額投資で遊べても大当たりの出

玉が少なければ遊べないのと同じだ。大当たり出玉の低い機種を見直さない限り、結局はいわゆ

る等価交換や高交換向きの遊技機になっていくだけではないかと思う。（関東・大規模事業者） 

◆どんな形であれ、撤去機問題が早く終わってほしい。（関東・中規模事業者）  

◆今回の釘問題では根本的な改善が図れていないので、ホール側は厳しくなると思います。（関

東・中規模事業者）  

 

現状・先行きに関するコメント 

◆弊社は一貫してコンプライアンスを重視している。パチンコ業界に行政からどのような指導があっ

ても、顧客主義に徹すれば問題ないと考える。（九州・大規模事業者） 

◆ちょいパチの普及と業界の力の入れ方を更に強化すべきである。（関東・小規模事業者） 

◆周りを見てじっくり動いていく。（近畿・小規模事業者） 
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調査結果概要データ（DI値） 

 

■主要指標（事業者規模別） 

 

 

 

 

■主要指標（地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■企業金融（資金繰り・貸出態度・借入金利） 

 

 

 

 

＊全般的業況 n=69、稼働状況（パチンコ）n=70、稼働状況（パチスロ）n=70、資本投資気運（遊技機）n=48、資本投資気運（その他設備）

n=48、不足感（営業用設備）n=69、不足感（雇用人員）n=70、資金繰り n=46、貸出態度 n=46、借入金利 n=45 

＊小規模事業者＝3店舗以下、中規模事業者＝4～10店舗、大規模事業者＝11店舗以上 

  

前々回 前回 今回 前々回 前回 今回 前々回 前回 今回 前々回 前回 今回

資金繰り -29.4 -15.4 -50.0 6.7 -10.0 0.0 0.0 18.8 15.4 -8.7 -2.0 -8.7 

貸出態度 5.9 0.0 16.7 -6.7 0.0 -5.3 -7.1 18.8 15.4 -2.2 6.0 6.5

借入金利 -5.9 -7.7 -16.7 0.0 -5.0 -16.7 -14.3 -25.0 -15.4 -6.5 -12.0 -17.8 

小規模事業者 中規模事業者 大規模事業者 全体
項目

前回 今回 見通し 前回 今回 見通し 前回 今回 見通し

全般的業況 0.0 -27.3 -36.4 -81.3 -29.4 -37.5 -57.1 -50.0 -20.0 

稼働状況（パチンコ） -16.7 -18.2 -45.5 -56.3 -27.8 -38.9 -35.7 -30.0 -30.0 

稼働状況（パチスロ） 8.3 -36.4 -45.5 -43.8 -5.6 -16.7 -35.7 -20.0 -30.0 

不足感（営業用設備） -16.7 -18.2 0.0 -25.0 -35.3 -41.2 -21.4 -30.0 -20.0 

不足感（雇用人員） -50.0 -54.5 -63.6 -37.5 -55.6 -50.0 -42.9 -30.0 -30.0 

前回 今回 見通し 前回 今回 見通し 前回 今回 見通し

全般的業況 -66.7 -75.0 -75.0 -28.6 -33.3 -11.1 -45.8 -37.7 -29.4 

稼働状況（パチンコ） -44.4 -25.0 -25.0 -52.4 -11.1 11.1 -43.1 -31.4 -35.7 

稼働状況（パチスロ） -22.2 0.0 25.0 -4.8 0.0 11.1 -19.4 -14.3 -20.0 

不足感（営業用設備） -22.2 -25.0 0.0 -19.0 -22.2 0.0 -20.8 -20.3 -10.1 

不足感（雇用人員） -44.4 -25.0 -25.0 -57.1 -33.3 -22.2 -47.2 -47.1 -45.7 

中国・四国・九州

北海道・東北 関東 北陸・中部

全体

項目

項目
近畿

前回 今回 見通し 前回 今回 見通し 前回 今回 見通し 前回 今回 見通し

全般的業況 -69.2 -58.3 -50.0 -45.0 -31.6 -27.8 -18.8 -26.7 -33.3 -45.8 -37.7 -29.4 

稼働状況（パチンコ） -53.8 -53.8 -46.2 -50.0 -42.1 -42.1 -31.3 -26.7 -46.7 -43.1 -31.4 -35.7 

稼働状況（パチスロ） -53.8 -38.5 -53.8 -10.0 0.0 -10.5 6.3 -20.0 -26.7 -19.4 -14.3 -20.0 

資本投資気運（遊技機） -46.2 -53.8 -38.5 -15.0 -21.1 -26.3 -31.3 -50.0 -7.1 -30.0 -39.6 -22.9 

資本投資気運（その他設備） -23.1 -30.8 -30.8 0.0 -26.3 0.0 25.0 0.0 7.1 2.0 -20.8 -4.2 

不足感（営業用設備） -30.8 0.0 0.0 -15.0 -10.5 -5.3 6.3 -13.3 -13.3 -20.8 -20.3 -10.1 

不足感（雇用人員） -15.4 -38.5 -38.5 -75.0 -52.6 -57.9 -68.8 -66.7 -66.7 -47.2 -47.1 -45.7 

全体小規模事業者 中規模事業者 大規模事業者
項目
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第 64回調査質問票 

 

Ｆ1．貴社が保有されている全営業店舗数を回答してください。 （＿店舗） 

Ｆ2．貴社が営業されている店舗は以下のどの地域に属しますか？ 該当する地域すべてについて、問 1から問 5までそれぞれ回

答してください。 

Ａ．北海道  

Ｂ．東北（青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県）  

Ｃ．関東（茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県）  

Ｄ．北陸（新潟県 富山県 石川県 福井県）  

Ｅ．中部（山梨県 長野県 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県）  

Ｆ．近畿（滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県）  

Ｇ．中国（鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県）  

Ｈ．四国（徳島県 香川県 愛媛県 高知県）  

Ｉ． 九州（福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県） 

 

Ⅰ．以下の設問には、保有される店舗が属する Ｆ2．で示した地域ごとに回答してください。 

問 1．【業況】貴社における、収益を中心に売上や粗利といった全般的な業況について。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

付問 1-1．問 1 で業況判断をした理由について、下記項目から何が最も影響しているのか、『現況』 と 『先行き』 それぞれあ

てはまる項目を記号で回答してください。（回答用紙に記号を１つだけ記入してください） 

①現況（現在を含めたここ 1 ケ月）の業況判断の理由 

②先行き（3 ケ月後まで）の業況判断の理由 

a．店舗数の増加（増台含む） b．来店客数の増加 c．顧客単価の増加 d．店舗数の減少（減台含む） e．来店客

数の減少 f．顧客単価の減少 g．その他 

問 2．【営業用設備】貴社の日常的営業活動において、遊技機を中心とした営業用設備（券売機、計数機などを含む。但し定

期的な点検・修繕などによる一時的不足は除く）について。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．過剰  b．適正  c．不足 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．過剰  b．適正  c．不足 〕 

問 3．【雇用】貴社の雇用人員について。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．過剰  b．適正  c．不足 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．過剰  b．適正  c．不足 〕 

問 4．【稼働状況/パチンコ】貴社における、パチンコ遊技機の全般的な稼働状況について。 

※ここでは、4 円パチンコや低貸玉パチンコを含めたパチンコ全般を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

付問 4-1．【4 円パチンコ】※ここでは、4 円パチンコの状況を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 
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付問 4-2．【低貸玉パチンコ】 ※ここでは、低貸玉パチンコの状況を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

問 5．【稼働状況/パチスロ】貴社における、パチスロ遊技機の全般的な稼働状況について。 

※ここでは、20 円パチスロや低貸メダルを含めたパチスロ全般を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

付問 5-1．【20 円パチスロ】※ここでは、20 円パチスロの状況を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

付問 5-2．【低貸メダルパチスロ】※ここでは、低貸メダルの状況を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

Ⅱ．以下の設問は、保有店舗全体について企業単位で回答してください。 

問 6．【資金繰り】貴社における資金繰りについて。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．楽である b．さほど苦しくない c．苦しい 〕 

問 7．【貸出態度】貴社に対する金融機関の貸出態度について。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔a．緩い  b．さほど厳しくない  c．厳しい 〕 

問 8．【借入金利】貴社における金融機関の借入金利変化について。 

①「（3 ケ月前に比べた）現在の変化」では〔a．上昇  b．変わらない  c．低下 〕 

問 9．【資本投資/遊技機】貴社において、遊技機に対する資本投資の変化について。 

①「（3 ケ月前に比べた）現在の変化」では〔 a．増加  b．変わらない  c．減少 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）の変化」では〔 a．増加  b．変わらない  c．減少 〕 

問 10．【資本投資/設備】貴社において、遊技機以外の設備に対する資本投資の変化について。 

①「（3 ケ月前に比べた）現在の変化」では〔 a．増加  b．変わらない  c．減少 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）の変化」では〔 a．増加  b．変わらない  c．減少 〕 

問 11．【経営上の課題】貴社における経営上の課題として重要なもの上位 3 つを選んで回答欄に記号でお答えください。 

a．人件費の増加 b．設備・運営費の増加 c．人手不足・人材確保 d．人材育成・教育 e．資金調達 f．メーカーの遊

技機販売の縛り g．公的な規制 h．不明瞭な行政指導 ｉ．組合の自主規制 ｊ．他の同業者との競争激化 k．時間帯・

曜日などの客の偏り l．その他（     ） 
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Ⅲ．トレンド・ウォッチ ～パチンコ遊技機回収リストの影響について～ 

 

日本遊技機工業組合（日工組）は、「『遊技くぎ』の変更により性能が異なる可能性のある型式遊技機」とし

て、2 月 10 日に第一次回収リストを、3 月 2 日には 2013 年の検定通過機種で大当り確率が 320 分の 1

以下を対象とする第二次回収リストを各関係団体に通知しました。第二次回収リストでは「ＣR スーパー海物

語 IN 沖縄 3HMＥ」（約 7 万 6 千台）といった多台数の機種も回収対象となっており、対象となった遊技機は

可及的速やかにこれを撤去回収し、適正な遊技機に入替をしていく必要があるとしています。そこで今回は、

回収リストがパチンコ店の営業にどのような影響を与えると考えているのかについて伺います。 

 

問 12．第一次と第二次回収リスト合わせてどれ位の台数の割合を占めていますか。あてはまるもの 1 つに

○をつけてください。 

（ ａ．3％未満  ｂ．3％以上 5％未満  ｃ．5％以上 10％未満  ｄ．10％以上  ｅ．わからない ） 

 

問 13. 回収リストの影響についてそれぞれどのように考えていますか。あてはまるもの 1 つに○をつけてく

ださい。また、そのように感じる理由についても記入してください。 

（ ａ．影響する  ｂ．やや影響する  ｃ．どちらでもない  ｄ．あまり影響しない  ｅ．影響しない ） 

理由 

 

 

 

 

問 14．今後、回収リストの追加提示が予想されますが、それに合わせてどのような取り組みを実施する考

えですか。それぞれについて、最も近いもの１つにそれぞれ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増やす 変わらず 減らす

ａ．パチンコ遊技機購入費

ｂ．パチスロ遊技機購入費

ｃ．パチンコ設置台数

ｄ．パチスロ設置台数

e．販促（ＤM・チラシ）費

ｆ．スタッフ採用・人材育成費

ｇ．設備機器購入費

ｈ．その他経費

拡大 変わらず 縮小

i．事業規模（出店、閉店・売却）

引き上げ 変わらず 引き下げ

ｊ．景品原価率
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